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ミ1倉塚平氏の汽
郊での出会いなど
倉塚平氏の思い出

く戸塚秀夫(とつかひでお)東京大学名誉教慢>

はじめに

いては 輸遺としてメモすることにする。

明大破経学部での出会い

1959年 4月 倉塚さん1私は明お大勢政緒|

に記しておきたいのである。

歓器握瞥浄互離君野斯狩
て

私が政経■部に採用された当時「秋永人事Jという言葉を度々耳にした。政経学部を強化する

ためには 教授が自分の弟手を養成するシフ

が それに頼るだけではだめで 外から新しし

を意味しているようこ思われた。具体的には

えで語学と面接の試験をおこなって決定する

整爾常選灘頼贔糠醒S鏑謂難R雅簿人事を進めたのではないか というのが私の推測

である。

暑督Sを撥 吊往瀦 盛 雷勝景景言ま緞 暑晋ヨ緊 ン

だのである。並々ならぬ決意が秘められていたに相長ない。

2012年 6月 28日

牢



ではあつたがじ

出会い当時の問題意識

のである。

イヒ



3騨あ識輪 鰹 蘊 鞭
朝 マ

=ぁ
る。

擦謎 弾 響 嬰 絶輔独:段逢S:翻富結催■。本井先生も私たち! 子にヽっ十ム=(2)軽禄&貴弔啓骸普どこ機揺ほと】二嘉天姦荒れか中で進んでいつた。
■2)

であつた。

な景麒ヨ魯3,そ雪督昔告告誉暑啓者岩

羅播戦卦薦震営どま]隅鍵密!鱗 ,

球嬬 盟 iS密兜老磐緩齢 羅を鯖 療 馳 埠密縁曇
禁稔

る と。

継艦翻経啓と縄 ゴ

ン 種言』ン

鶴響ン暑ンタて い る 。

キ9料挙宇提竪舗と昼香麟製憲歎副融 醒ど!活擦翠景
工
幸

ょ難麒騒‰酪謹禅糾亀花蜘 だ1軽婁至意伊占斉
る日々であつた。

胡科蘭干常佑を1ここ島啓↑
裁
?書
念と掬ki■ Wぐ政経論劃



、
(Iv7)『異端と殉教』の「結び」には次のように記されていた。

(

|。 J

(260-211買 )

怖遺

松沢さんの報告は、倉塚さんの著作を読み直す必要を自賀させてくれた。決して読みやすい文
章ではなかつたが 宗教政草期のさまざまなセクトの理念 その思者様式、それが広がる社会
的根拠 生み出した慣行や制度 そこに内在する矛盾 諸セクト間の対立 抗争 悲劇などにつ
いて、これほど精密に実証的に道求した仕事は 他にあったのだろうか。改めて役の仕事の大
きさと鋭さに脱帽したも

同時に、彼の仕事からうけた末

'激

、学んだことなどを思い起こして 感謝の念を新たにした。倉
塚さんの『具端と殉教』が出た頃 私は同じ職場の友人たちを話つて「日本の新左翼諸党派Jの
調査を始めていたのであるが 党派の機関嘉 紙類の収集と解析におわれていた当時の私に
倉塚さんのtLgは、ょり深みのある考雰にすすむためには何が必要かという問題を自覚させて

統雪鱗撤る磁蟹塙期 麟 骨翻者踊鞍餓 綴 せぞ胤争督
塚さんとの交流によるところが大きかつたと思う。

後津
H

総其

“

済残夢メ
ャ1↓んを'本
、 、■Aく

秩千よ、

私たらの調査報告書は若塚さんにも送つた筈だが 残怠ながら どんなコメントをいただいた
か、記憶に無い。思想の資覇な仕事だとして読み通していただけなかつたのかもしれない。だ

]継勤経螢き隻督学蟻畳蒼苅確舞鎌皆3の
設盤融脅居脅ど提沼騨

献皇してくださつた。『ミュンスター千年二
国前史』(私環版 1986年 )『ユートピアと性』(中公新書、1000年 )、 訳業『千年王国の修
劇」(平凡社 2662年 )などが 私の寝雲の棚に備えられている。

最後に、倉塚さんに謝らなければならないことがある。彼の最後の大著『千年王国の惨劇』が出
た直後 彼のご自宅に招かれて 奥様の手殺理をいただきながら「出版記念のお祝いJをした
のだが「もうやれることはやつた 疲れきってしまつたJという倉塚さんに「助手時代に日にし
ていた革命独義の類型的研究が残つていませんかJというような無遠慮な言葉をといてしまつ
た。本当は「実り豊かな時代間の対話をこそ目指している」と宣言していた彼の加をかりて 私
の周辺にいるフランス革命 ロシア革命 中国革命の
すべきであったと思う。同時に 倉塚さんのこの長期屁
抱いていた理論や方法がどのようこ豊富イヒされたと葛
究絡活のようなお話をうかがうべさであつた と思う。

いま一つ「憾ふ会Jでの私の発言についても 修正し

省毬ち暫盆盟哺匙溺諭軽繁盟
α寄熟 宗省嬬 宅『

た
す英
面目Ⅲ

『ユートピアと性』の「あとがきドはュートビアをテ
廓軍示上をたど警頭】斉平転ぞ碑修雪謡長ぞ昌悲獣垂鶏 畳だボ品二F花揚&男t悲いこJこその暁生輔もなくこの世

各覇撤餡鋒轍餓 縁曇晨鎌鞠需罷云紫
んの真面目な学生への気持ちが伝わってくる文章である。



動いていたというo

たのかもしれない。

麟 考こと】1宅雛 !昼査壕筈景督
1すると同時に「偲ぶ会Jの準備 司会など 一

ャを申し上 すますも
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